
◎水防法等の一部を改正する法律 
（平成二九年五月一九日法律第三一号）   

一、提案理由（平成二九年四月一四日・衆議院国土交通委員会） 

○石井国務大臣 ただいま議題となりました水防法等の一部を改正する法律案の提案理

由につきまして御説明申し上げます。 

 近年、全国各地で洪水等の水災害が頻発、激甚化しております。平成二十七年九月の

関東・東北豪雨、平成二十八年八月に北海道、東北地方を襲った台風十号等の一連の台

風では、住民の逃げおくれや家屋の浸水により甚大な被害が発生しました。このため、

一昨年来、施設では防ぎ切れない大洪水は必ず発生するものとの考えに立ち、ハード、

ソフト一体となった対策により社会全体で洪水に備える水防災意識社会再構築ビジョン

の取り組みを進めてまいりましたが、この取り組みをさらに加速し、洪水等からの逃げ

おくれゼロと社会経済被害の最小化を実現するための抜本的な対策を講ずる必要があり

ます。 

 このような趣旨から、このたびこの法律案を提案することとした次第です。 

 次に、この法律案の概要につきまして御説明申し上げます。 

 第一に、地方公共団体や河川管理者、水防管理者等の多様な関係者の連携体制を構築

するため、大規模氾濫減災協議会を設置することとしております。 

 第二に、地域の中小河川における住民等の円滑かつ迅速な避難を確保するため、市町

村長が可能な限り浸水実績等を把握し、これを水害リスク情報として住民等に周知しな

ければならないこととしております。 

 第三に、高齢者等の要配慮者の確実な避難を図るため、浸水想定区域及び土砂災害警

戒区域内の要配慮者利用施設の管理者等に対し、避難確保計画の作成及び避難訓練の実

施を義務づけることとしております。 

 第四に、地域の河川の安全度を高めるため、実施に高度な技術等を要するダム再開発

事業や災害復旧事業等を国土交通大臣または独立行政法人水資源機構が都道府県知事等

にかわって行うことができることとする等、洪水等からの社会経済被害を最小化するた

めの措置を講ずることとしております。 

 その他、これらに関連いたしまして、所要の規定の整備を行うこととしております。 

 以上が、この法律案を提案する理由であります。 

 この法律案が速やかに成立いたしますよう、御審議をよろしくお願い申し上げます。 

二、衆議院国土交通委員長報告（平成二九年四月二一日） 

○西銘恒三郎君 ただいま議題となりました法律案につきまして、国土交通委員会にお

ける審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、最近における気象条件の変化に対応して、多様な主体が連携して大規模な洪

水等に対する防災・減災対策を推進するために必要な措置を講じようとするものであり

ます。 



 その主な内容は、 

 第一に、国土交通大臣または都道府県知事が指定する洪水予報河川等において、大規

模氾濫減災協議会を設置すること、 

 第二に、浸水想定区域及び土砂災害警戒区域内の社会福祉施設、学校、病院など要配

慮者利用施設の管理者等に対し、避難確保計画の作成及び避難訓練の実施を義務づける

こと、 

 第三に、都道府県知事等の要請を受け、高度な技術等を要する河川の改良工事や災害

復旧工事を国土交通大臣または独立行政法人水資源機構がかわって行うことができるこ

と 

などであります。 

 本案は、去る四月十三日本委員会に付託され、十四日石井国土交通大臣から提案理由

の説明を聴取し、十九日、質疑を行い、質疑終了後、採決の結果、全会一致をもって原

案のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院国土交通委員長報告（平成二九年五月一二日） 

○増子輝彦君 ただいま議題となりました法律案につきまして、国土交通委員会におけ 

る審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、最近における気象条件の変化に対応し、多様な主体が連携して大規模な 

洪水等に対する防災・減災対策を推進するため、要配慮者利用施設における避難体制の 

強化、都道府県知事等が管理する河川管理施設の改築等及び災害復旧に係る国土交通大 

臣などによる権限代行制度の創設等の措置を講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、中小河川等に係る防災対策の在り方、大規模氾濫減災協議会 

の役割及び運用方法、要配慮者利用施設における避難確保計画の策定に向けた取組等に 

ついて質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの 

と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 


